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・ ア フス ト と 爆発 祭 の 内 容 に 少し 触れ て いま す 。 
・ 列 華 に 知性 と 感情 が あり ます 。 
・ 主 役 は サタ ケ 隊 長 と イサ ミ の 烈 華 で す が 、 


スミ イサ と サタ イサ が 好き な 人 間 が 描い て いる の で 
読ん で いて ほん の り 要 素 を 感じ て し まう か も し れ ま せん 。 


で れ て も 天天 夫 だ より と らい ら う ん は 
楽し ん で いた だ ける と 幸い で す 。 
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千堂 の 会 SG 賜 明 リル 
Q ほ 1 環 め 〆 
購 り つく 令 呈 
洲 9 他 0 ウン 記 三 1 


艇 つ 0G 呈 4S\9 
| 回 つ の め 28 季 G 泊 所 多 1 
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ー 晩 中 変 な 体勢 較 
& 悪 主 い で 体 パ キバ キ | 


リュ ウジ ・ サ タケ ダイ ダラ 5 
人 類 最 強 の TS パイ ロッ ト 。 今 は だ いぶ 偉い 立場 の 人 。 イサ ミ の 入 華 。 ア フス ト で 本 編 後 乗っ て も ら え て な い 
魔性 の 38 歳 。 イ サミ に 厳し い が な ん だ か ん だ 事 が 発覚 する 。 ブ レイ バー ン に イサ ミ を 寝取ら れ た 
可愛 く 思 っ て いる 。 全 て の 東 華 の 事 が 平等 に 好き 。 と 言っ て も 迎 言 で は な い 。 で も イサ ミ の 事 が 大 好き 。 


ダイ ダラ 1 イサ ミ ・ ア オ 
サタ ケ の 東 華 。 通 信 拡 張 型 。、 サ タケ リュ ウッ ジ を 世界 で 優秀 な TS パイ ロッ ト だ が 、 ブ レイ バー ン と の 事 が あり 
最も 美しく 気 高 い 存在 だ と 思っ て お り 、 い つか 烈 華 に 乗れ な く な っ て いる 。 後 日 隊長 が 自分 の 和 華 に 


リュ ウジ と 1 つ に な る の が 夢 。 リ ュ ウ ジ の 事 が 大 好き 。 乗っ た と 聞い て 、 少 し や きも ち を 焼き すぐ 会 い に く る 。 


?? ウ の 
元々 タイ タン を 率い る 優秀 な パイ ロッ ト だ っ た が 、 
最初 の デス ドラ 急襲 で 大 怪我 を し 、 戦 線 離脱 。 
今 は パイ ロッ ト を 引退 し て サタ ケ の 補佐 を し て いる 。 


